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1980 1990年代

2000 2020年代

1948 1970年代

1948
綜合化工研究所を設立
創業当時は、戦後復興へ貢献するこ
とを志し、油脂の加工・販売や小規
模プラントの建設事業からスタート

1964
特殊機能材
「サーモラックTM」販売開始
塗料用アクリル樹脂の生産開始。アク
リルポリマーの透明度と柔軟な設計
性を活かした高機能ポリマーを展開

1965
アクリル系粘着剤
「SKダインTM」発売
現在の主力である粘着剤
「SKダイン™」は工業分野から
家庭用品まで広く展開

装置システム事業への展開
現在は化学プラント設備の設計・施工
からコンサルティングまで幅広く展開

1950年代

1982
経営理念を制定

1983
コーポレートマークを制定

1984
微粉体製品
「ケミスノー TM」発売
さまざまな素材に添加・混合する
ことで新たな機能を付与

粘着剤を自社設計する知見を活かした
粘着テープなどの加工製品を展開

1995
“広”粘度対応撹拌装置
「Hi-Fミキサー」の開発

1990
加工製品事業を開始

1994
中国事業の本格化

時代の変遷と価値創造の進化の軌跡
戦後間もない1948年、物資や食料も乏しい混乱期に設立した綜合化工研究所（現「綜研化学株式会社」）。
戦後復興から高度経済成長期、そして社会はさらなる高度化と多様化へと大変革を迎える時代へ。
激動の70余年、日本の成長とともに、そして世界の変化とともに歩み続ける綜研化学グループ。
価値創造の原点、そして進化の軌跡をご紹介します。

価値創造の歩み

2002
経営理念を改定

2004
ジャスダック証券取引所
（JASDAQ市場）に株式
上場

液晶ディスプレイ用
粘着剤の市場シェア拡大

2000年代

東京証券取引所
スタンダード市場へ移行

2022

新グループ経営理念を制定
中期経営計画始動「Advance 2025」スタート

2023

1952
熱媒体油「ƋĎ՞ŀÅĘTM」製造・販売
当時、国産品として初の特許出願を
果たす

株式店頭市場上場
2001
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2002
綜研化学（蘇州）
有限公司 設立
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